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はじめに 

茨城県海域は親潮と黒潮が交錯し，潮目を形成する

特異的な海域で，その生物相は亜寒帯性から温帯・亜

熱帯性まで多種多様であり，生物地理学上注目すべき

海域となっている（舟橋 1998）。これまでに本県沿岸

における魚類相はいくつか報告されており（浅野ら

1955，堀 1996，舟橋 1998，茨城の海産動物研究会 2001，

2004，2007），茨城の海産動物研究会（2007）では計

531 種が記録されている。 

2020 年 7 月 24 日，茨城県ひたちなか市阿字ヶ浦町

地先にて，クサヤモロ Decapterus macarellus（Cuvier，

1833）が 1 個体得られた。本種はスズキ目 Perciformes

アジ科 Carangidae に属する海水魚で（瀬能 2013），そ

の名のとおり伊豆諸島や伊豆半島などで作られる「く

さや」の原料として利用される（野田 2005）。本種は

全世界の温・熱帯域に広く分布し，日本では，青森県

津軽海峡，秋田県から山口県にかけての日本海沿岸，

相模湾から九州南岸・屋久島の太平洋沿岸，伊豆—小

笠原諸島，鹿児島県笠沙，琉球列島，南大東島など，

黒潮および対馬・津軽暖流等の暖水の影響を受ける地

域で確認されている（河野ら 2014，池田・中坊 2015）。

本個体は茨城県沿岸におけるクサヤモロの初記録と

なるため，標本に基づきここに報告する。 

材料と方法 

標本は，10 %ホルマリン溶液で固定し，水洗したの

ちに 70 %エタノール中に保存した。鰭条や鱗の計数，

各部の計測方法は Kimura et al.（2013）に従った。計

測は固定後にデジタルノギスを用いて 0.1 mm 単位で

行い，計測値は標準体長または頭長に対する百分率で

示した。対鰭の条数および鱗数は左体側，鰓耙数は右

体側について計数した。本報告に用いた標本は，ミュ

ージアムパーク茨城県自然博物館の標本資料

（INM-1-82922）として登録・保管した。 

 

記  載 

Decapterus macarellus（Cuvier, 1833） 

クサヤモロ（図 1） 

標本：INM-1-82922，1 個体，標準体長 207.1 mm，

頭長 54.1 mm，尾叉長 223.6 mm，茨城県ひたちなか

市阿字ヶ浦町地先，釣り，2020 年 7 月 24 日，海老沢

良忠. 

計数形質：背鰭鰭条数 VIII-I，32；臀鰭鰭条数 II-I，

28；胸鰭鰭条数 21；腹鰭鰭条数 I，5；鰓耙数 10 + 39 

= 49；側線曲走部における円鱗数 67；側線直走部にお

ける円鱗数 36；側線直走部における稜鱗数 33． 

計測形質のうち標準体長に対する割合（%）：頭長  
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26.1；背鰭前長 36.0；第 1 背鰭基底長 15.7；第 2 背鰭

基底長 36.3；臀鰭基底長 30.9；吻端から胸鰭起部ま

での距離 26.8；吻端から腹鰭起部までの距離 29.1；

吻端から臀鰭起部までの距離 61.1；腹鰭起部から臀鰭

起部までの距離 32.9；吻端から肛門までの距離 

53.9；尾柄長 11.3；体高 19.2；尾柄高 3.2；胸鰭長 

16.1；腹鰭長 9.7；第 1 背鰭第 2 棘長 10.9；臀鰭第 1

棘長 4.4. 

計測形質のうち頭長に対する割合（%）：吻長 34.9；

上顎長 31.3；眼径 18.8；眼後長 46.2；眼隔域幅 28.7. 

 体は細長く，紡錘形を呈し，断面は円に近い楕円形。

体高は低い。吻は尖り，下顎は上顎の先端をわずかに

越える。上顎後端は眼の前縁直下に達しない。眼は体

側正中線よりもやや上方に位置し，発達した脂瞼に覆

われる。両顎に歯はない。肩帯前縁の上下に 2 個の突

起がある。第 1 背鰭は第 2 背鰭よりも高い。第 1 背鰭

起部は胸鰭上縁の中央部直上のやや後方に位置する。

第 2 背鰭起部は体の中央よりもやや後方に位置する。

臀鰭起部は第 2 背鰭第 4 軟条直下に位置する。臀鰭第

3 棘起部は第 2 背鰭第 7 軟条直下に位置する。臀鰭前

部の 2 棘は強く，第 3 棘から離れて位置する。背鰭お

よび臀鰭の最後部 1 本ずつの軟条が小離鰭を形成し，

尾柄部の背側と腹側に位置する。尾鰭は二叉型で，後

縁は湾入する。胸鰭基底上端は主鰓蓋骨後端の直後に 

 

位置する。胸鰭先端は尖り，第 1 背鰭第 5 棘直下を越 

えるが第 6 棘直下は越えない。胸鰭長は頭長より短い。

腹鰭起部は胸鰭基底下端の直下に位置する。肛門は前

後方向に長い裂孔状を呈し，臀鰭起部前方に位置する。

側線は完全で，主鰓蓋骨上端直後から始まり，第 1 背

鰭基底後端直下から緩やかに下降し，第 2 背鰭第 11

軟条直下付近で体側正中線に達し，尾鰭上まで直線的

に走る。稜鱗は側線直走部の後半部を占める。背鰭前

方の鱗域は瞳孔の前縁を越える。 

ホルマリン固定後 70%エタノール保存時の体色：頭

部から尾柄にいたる背側から体側正中線にかけて暗

褐色，体側正中線からやや下方にかけて褐色，腹側は

白色。両背鰭，背側小離鰭および尾鰭は褐色。腹鰭，

臀鰭および腹側小離鰭は淡褐色あるいは乳白色。口床

の前半部は黒色だが，後半部は淡色（図 2）。鰓蓋後縁

上部に三日月型の黒斑がある。 

 備考：本標本は眼が発達した脂瞼に覆われること，

肩帯前縁の上下に 2 個の突起があること，背鰭および

臀鰭にそれぞれ 1 小離鰭があること，強い臀鰭離棘が

あること，側線直走部に稜鱗があることなどが，

Gushiken（1983）や Smith-Vaniz（1999）が示したムロ

アジ属 Decapterus の特徴に一致する。また，本標本は

吻が尖ること，上顎後端が眼の前縁直下に達しないこ

と，両顎に歯がないこと，口床の前半部は黒色だが後 

図 1 ホルマリン固定後のクサヤモロ標本（INM-1-82922，標準体長 207.1 mm，撮影：外山太一郎） 
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図 2 ホルマリン固定後におけるクサヤモロ標本の 

口床（INM-1-82922，標準体長 207.1 mm，撮影：

外山太一郎） 

 

半部は淡色であること，鰓耙数が 49 であること，背

鰭前方の鱗域が瞳孔の前縁を越えること，胸鰭長が頭

長より短いこと，稜鱗数が 33 で，側線直走部の後半

部を占めることなどが，Gushiken（1983）や瀬能（2013）

が示したクサヤモロ D.macarellus の特徴に一致したこ

とから，本種に同定された。 

これまで，茨城県沿岸における本種の報告はなく，

今回が初の記録となる。また，本州太平洋沿岸におけ

る本種の分布の北限は相模湾として知られており（池

田・中坊 2015），今回の記録は本州太平洋沿岸におけ

る北限記録である。なお，本邦における北限記録は津

軽海峡に位置する青森県下北半島沿岸である（野村・

塩垣 1998）。 
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